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関
す
る
質
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主
意
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平
成
二
十
五
年
十
二
月
に
策
定
さ
れ
た
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
（
平
成
二
十
六
年
度
～
平
成
三
十
年
度
）
に
お
い
て
、
政
府

は
陸
上
自
衛
隊
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
導
入
を
決
定
し
、
十
七
機
の
オ
ス
プ
レ
イ
を
佐
賀
空
港
に
配
備
す
る
こ
と
と
し
た
。
現
在
、

佐
賀
駐
屯
地
開
設
へ
向
け
た
施
設
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
を
踏
ま
え
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

一 

報
道
等
で
は
ド
ロ
ー
ン
を
始
め
と
す
る
新
技
術
の
台
頭
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
オ
ス
プ
レ
イ
に
よ
っ
て
対
抗
で
き
る
の
か

と
い
う
懸
念
が
あ
る
。
こ
う
し
た
軍
事
科
学
技
術
の
発
展
を
踏
ま
え
た
、
オ
ス
プ
レ
イ
導
入
の
防
衛
戦
略
上
の
合
理
性
に
つ

い
て
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

二 

佐
賀
駐
屯
地
の
整
備
に
要
す
る
費
用
の
総
額
及
び
当
初
の
二
十
年
間
で
見
込
ま
れ
る
同
駐
屯
地
の
維
持
管
理
費
の
総
額
を

示
さ
れ
た
い
。 

三 

佐
賀
駐
屯
地
開
設
へ
向
け
た
施
設
整
備
の
過
程
で
造
成
工
事
に
使
用
さ
れ
て
い
る
石
灰
が
有
明
海
へ
流
出
し
た
場
合
、
ノ

リ
の
養
殖
業
な
ど
へ
の
悪
影
響
が
強
く
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
政
府
は
事
前
に
調
査
を
行
っ
た
の
か
、
ま
た
、
石

灰
の
流
出
や
漁
業
者
へ
の
被
害
は
現
時
点
で
確
認
さ
れ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。 
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四 

令
和
四
年
十
一
月
十
六
日
付
の
佐
賀
新
聞
に
よ
れ
ば
、
令
和
三
年
十
月
二
十
三
日
に
岸
田
総
理
（
当
時
）
が
、
武
雄
市
内

で
佐
賀
県
有
明
海
漁
業
協
同
組
合
の
会
長
と
秘
密
裏
に
会
談
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
そ

の
目
的
を
示
す
と
と
も
に
、
会
談
の
際
に
何
か
し
ら
の
金
品
の
授
受
が
行
わ
れ
た
の
か
ど
う
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


